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◎施策の基本情報

政策の目指す姿

政策No 政策名

R04

80.00

77.95

施策の目指す姿

R03

現状と課題
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子どもが心身ともに健康に育つた
めの生活の基盤となる基本的生活
習慣の確立を示す指標
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出典：花巻市（年長児を持つ保護
者への基本的生活習慣保護者アン
ケート）
問：早寝、早起き、朝ご飯・挨拶
ができる・ゲーム、テレビ視聴の
ルールを守るなどが身についてい
ますか。

施策主管課 課長名

施策No 施策名 関係課名

◎前年度の評価の振り返り

前年度評価時の今後の方向性

反映状況

１ 施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２ 成果指標

0301 子育て環境の充実 こども課 大川 尚子

子育てに喜びを感じ、安心して、健やかな成長を育んでいます

02 家庭の教育力向上 生涯学習課

子どもが基本的生活習慣を身につけています

【現状】
・保護者の就労形態の多様化、核家族化が進んでおり、家庭内における子どもの日常生活を把握する機会や経験豊かな祖父母などから子育て
を学ぶ機会が減少し、家庭内の教育力の低下が見られます。
・就学前の年長児について、あいさつの習慣が身についていない状況や、テレビ視聴やゲーム使用についてルールを定めず利用している状況
が見られます。

【課題】
・家庭内でのコミュニケーションやスキンシップなど、子どもの成長に必要な子どもへの様々な働きかけを行うため、「家庭の教育力」の向
上を図る必要があります。
・早寝・早起きやあいさつ、時間を定めたテレビ視聴やゲームの使用等家庭内における基本的生活習慣の確立を図る必要があります。

・なるべく多くの保護者に研修機会を提供することができるよう開催手法について検討し、地域の感染状況を確認しながら関係者と連携して
研修会を開催する。
・花巻市就学前教育プログラムについて、会議やホームページを通じ周知を行う。また、ニコニコチャレンジ等の取り組みを継続するととも
に、会議等の機会を捉え小学校や地域との情報共有と連携を図る。

・新型コロナウイルス感染症の地域の感染状況を確認し、参集人数の縮小や時間を短縮するなど、感染防止対策を講じながら講演会や研修会
を実施した
・「花巻市就学前教育プログラム」について、市内園長会議や就学前教育振興会議、市ホームページを通じ周知を図った。基本的生活習慣の
確立のため親子で目標を決めて取り組む「家族でニコニコチャレンジ」の取組を通じ、家庭における基本的生活習慣の定着を図るとともに、
市内園長・小学校長合同会議や、保幼こ小連携研修を通じ、地域の子どもたちの状況や家庭での様子について情報共有を図った

（１）家庭の教育力向上
・子育てに関する幅広い情報の提供
ニコニコガイド（子育て情報紙）や子育てガイドブックの発行等による子育て情報の提供
・保護者研修会等の学習機会の充実
非認知能力をテーマとした子育て講演会の実施
・子育て相談機会の充実
各園における相談対応（随時）、関係機関の連携による対応
・家庭での基本的生活習慣の動機づけ
「家族でニコニコチャレンジ」の実施
※幼児期に身に付けたい基本的生活習慣（早寝・早起き、挨拶をする、朝食をとる等）について家族で目標を決め、一定期間取り組むこと
で子どもの基本的生活習慣の定着を図るもの
就学前教育振興会議、市内園長・小学校長合同会議、保幼こ小連携研修を通じた情報共有

施策評価シート(令和4年度実績評価)



４ 施策を構成する事務事業の検証

①市民のニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストの割に成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか

施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか

なし

（家庭教育力向上事業）基本的生活習慣の確立のため親子で目標を決めて取り組む「家族でニコニコチャレンジ」は、取組を行った保護者か
らは好評で、一定の効果も認められることから、すべての家庭で取組が行われるよう保護者の意識づけが必要である。また、取組を効果的な
ものとするため、小学校や地域との情報共有と連携を継続していくことが必要である。

なし

新たに取り組むべき事業はないか

５ 施策の総合的な評価

課題

今後の方向性

・基本的生活習慣を確立させることの重要性について関心の低い保護者がいることから、就学に向けて身に付けておきたい力などについて情
報提供し、家庭における取組を促す必要がある
・テレビの視聴やゲーム使用についてルールを決めている家庭は多いが、一方で、ルールを守れないケースや、テレビやゲームとの向き合い
方について心配や不安を感じている保護者がいることから、デジタル機器の使用に関し参考となるような情報を提供していく必要がある

・子育て情報紙「ニコニコガイド」等を活用し、幼児期において特に育みたい力について周知を図るほか、保護者への意識付けについて市内
保育・教育施設と連携して取り組む
・子育て講演会等を通じ、乳幼児期におけるテレビやゲームとの付き合い方について情報提供する

３ 成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

■成果指標「基本的生活習慣が身に付いている子どもの割合」…【達成度b】
基本的生活習慣が身に付いている子どもの割合は、前年より2.25％増加している。調査項目のうち「テレビ視聴・ゲーム使用のルー
ル」を守ることに意識して取り組んでいる保護者が多く、身に付いていると肯定的に捉える保護者が増えている。

B



施策を構成する事務事業一覧

No

事務事業名

010

011

012

020

事業内容(活動実績) 成果

施策への貢献度

意図対象

直結度

担当課

就学前教育振興会議の開催（2回）
※保護者代表者交流会は新型コロナウイルス感染症の影響により中止

保護者、家庭の教育力を高めるための情報提供
子育て講演会の開催（1回）、子育て情報紙「ニコニコガイド」の発行（1回）

年長児を対象とした、家族で基本的生活習慣の確立に取り組む「家族でニコニコチャレンジ」の実施
（取組を行った家庭の割合93.6%）

家庭教育支援講座の開催
（6回開催 受講者延べ92人）

B

B

B

B

間接・
少数

間接・
少数

間接・
少数

一致

間接・
補完

直結

直結

直結

C

B

B

A

家庭教育力向上事業費

家庭教育力向上事業費

家庭教育力向上事業費

生涯学習講座開催事業費

こども課

こども課

こども課

生涯学習課


